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健康教室における魚介類摂取指導が血清脂肪酸構成に及ぼす影響
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　地域の糖尿病教室において，糖尿病および，循環器疾患の予防を目的として，40～83歳の成人男女50人に

対し魚介類を含めた食事指導を3ヵ月間行い，血清脂肪酸，血清脂質の変化を糖尿病教室の指導前後で比較

した。教室非参加者，38～82歳男女48人を参考のため対照群とした。教室開始前では，指導群と対照群との

間で，魚介類，肉類，卵類，油を使った料理の摂取頻度に差は認められなかった。また，血清脂質，血清脂

肪酸の構成割合についても，飽和脂肪酸，γ-リノレン酸，ジホモγ-リノレン酸，α-リノレン酸を除き差は

みられなかった。

　指導の結果，指導群では，魚介類の摂取が「1日に1回以上」の割合が33％から43％へ有意に増加した。

対照群では魚介類の摂取の増加はみられなかった。

　血清のn3系多価不飽和脂肪酸の割合（％）は，指導群では8.8％から10.6％へと有意に増加した。中でも

エイコサペンタエン酸，ドコサヘキサエン酸が増加し，n3/n6多価不飽和脂肪酸比は0.21から0.31に増加し

た。対照群では，血清脂肪酸の構成割合に変化はみられなかった。

　40歳以上の成人男女を対象とする健康教室での食事指導により，魚介類の摂取量の増加と血清中n3系多

価不飽和脂肪酸構成割合の増加がみられた。
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